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昨
年
末
に
決
定
さ
れ
た
30

年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
い

て
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に

31
年
度
か
ら
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
（
仮
称
）
が
譲
与
さ

れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

初
年
度
は
都
道
府
県
分
と
し

て
40
億
円
、
市
区
町
村
分
と

し
て
1
6
0
億
円
の
計
2
0

0
億
円
が
譲
与
さ
れ
る
見
通

し
。森
林
経
営
管
理
制
度（
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
）

が
31
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
の
に
合
わ
せ
、
森
林
資
源

の
適
切
な
管
理
に
向
け
、
間

伐
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や

普
及
啓
発
な
ど
の
森
林
整
備

お
よ
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
に
、
自
治
体
が
自
由
に

使
え
る
財
源
だ
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
2Ｏ
）
の
吸
収
源
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
森
林
を

整
備
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ
の

木
材
利
用
の
促
進
を
通
じ
て

産
地
と
都
市
部
の
需
要
地
を

つ
な
ぎ
、
山
元
に
お
金
を
還

し
て
森
林
整
備
を
さ
ら
に
進

め
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

◇

日
本
で
は
、
戦
後
造
成
し

た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用

期
を
迎
え

て
お
り
、

森
林
資
源

を
循
環
利

用
し
、
林

業
・
木
材

産
業
を
成

長
産
業
化

さ
せ
る
こ

と
が
喫
緊

の
課
題
。

市
町
村
が

森
林
整
備

な
ど
で
新

た
な
役
割

を
担
う
森

林
管
理
シ

ス
テ
ム
は
、

森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林

の
経
営
管
理
を
促
す
た
め
の

責
務
を
明
確
化
し
た
上
で
、

所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き
な

い
場
合
、
市
町
村
が
森
林
所

有
者
か
ら
経
営
管
理
の
委
託

を
受
け
、
林
業
経
営
に
適
し

た
森
林
は
意
欲
と
能
力
の
あ

る
林
業
経
営
者
（
森
林
組
合

な
ど
）
に
再
委
託
す
る
仕
組

み
。
奥
地
な
ど
で
林
業
経
営

に
適
さ
ず
、
再
委
託
が
難
し

い
森
林
は
、
市
町
村
が
管
理

す
る
こ
と
に
な
る
。
同
制
度

等
に
よ
る
原
木
生
産
の
集
積

・
拡
大
を
通
じ
た
林
業
の
採

算
性
向
上
、
木
材
加
工
の
効

率
化
、
新
た
な
木
材
需
要
の

創
出
な
ど
川

上
か
ら
川
下

に
わ
た
る
取

り
組
み
を
総

合
的
に
推
進

し
、
森
林
資

源
の
再
造
成

・
育
成
の
た

め
の
資
金
を

山
元
に
還
元

さ
せ
、
「
伐

っ
て
↓
使
っ

て
↓
植
え

る
」
と
い
う

国
産
材
利
用

の
サ
イ
ク
ル

構
築
を
目
指

す
。

こ
の
新
た
な
制
度
も
踏
ま

え
、
森
林
を
国
民
全
体
で
支

え
よ
う
と
い
う
の
が
、
「
森

林
環
境
税
」
（
仮
称
）
。
地

球
温
暖
化
対
策
で
市
町
村
が

森
林
を
整
備
・
管
理
す
る
財

源
を
確
保
す
る
も
の
で
、
昨

年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
で

創
設
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
国

民
一
人
一
人
で
等
し
く
負
担

を
分
か
ち
合
い
、
皆
で
森
林

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、

年
1
0
0
0
円
を
住
民
税
に

上
乗
せ
し
て
徴
収
し
、
国
が

自
治
体
に
譲
与
す
る
。
課
税

対
象
者
は
約
6
0
0
0
万
人

で
、
年
6
0
0
億
円
の
税
収

が
見
込
ま
れ
る
。
課
税
は
36

年
度
か
ら
だ
が
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
施
行
に
合
わ
せ
、

譲
与
税
特
別
会
計
か
ら
借
り

入
れ
し
、
31
年
度
か
ら
森
林

環
境
譲
与
税
と
し
て
譲
与
。

初
年
度
は
2
0
0
億
円
を
都

道
府
県
2
割
（
段
階
的
に
1

割
に
移
行
）
、
市
区
町
村
8

割
（
同
9
割
に
移
行
）
の
割

合
で
譲
与
す
る
。
譲
与
基
準

は
、私
有
林
人
工
林
面
積（
10

分
の
5
）
、
林
業
就
業
者
数

（
10
分
の
2
）
、
人
口
（
10

分
の
3
）
で
、
同
基
準
に
基

づ
き
税
収
を
按
分
し
、
各
自

治
体
に
譲
与
す
る
。
新
税
創

設
の
議
論
で
当
初
、
山
間
部

の
市
町
村
が
行
う
間
伐
な
ど

森
林
整
備
に
使
途
を
限
定
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

森
林
を
持
た
な
い
都
市
部
自

治
体
に
も
木
材
利
用
促
進
な

【
2
面
へ
続
く
】
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【
1
面
か
ら
続
く
】

ど
に
税
を
充
て
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。
「
山
が
な
い
と
こ

ろ
に
も
財
源
が
行
く
。
木
材

利
用
に
使
っ
て
都
市
住
民
の

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ

し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
る
」（
関
係
者
）

と
い
う
。

森
林
経
営
管
理
制
度
ス
タ

ー
ト
を
控
え
、
全
国
の
市
議

会
は
地
域
材
の
利
用
拡
大
推

進
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
。

「
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

内
装
木
質
化
へ
の
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
に
当
た
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
基

金
化
や
森
林
地
域
と
都
市
と

の
連
携
に
よ
る
木
材
供
給
な

ど
の
取
り
組
み
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
提
供

や
助
言
等
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
」
な
ど
を
農
林
水
産
省
、

総
務
省
な
ど
に
求
め
た
。
本

会
も
31
年
度
産
業
経
済
施
策

の
中
で
政
府
、
国
会
に
対
し

て
林
業
振
興
対
策
を
要
望
。

林
野
庁
の
31
年
度
予
算
概
算

要
求
に
は
、
中
高
層
・
非
住

宅
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
の

促
進
や
公
共
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
に
よ
る
新
た
な

木
材
需
要
の
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
支
援
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
。◇

木
材
利
用
の
促
進
で
は
、

産
地
と
東
京
の
需
要
地
の
自

治
体
で
連
携
す
る
先
進
的
な

取
り
組
み
が
あ
り
、
譲
与
税

の
使
途
の
参
考
に
な
り
そ
う

だ
。
例
え
ば
、
港
区
は
「
み

な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固

定
認
証
制
度
」
を
実
施
。
地

球
温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
を

目
的
に
区
内
で
5
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

建
築
物
を
建
て
る
建

築
主
に
対
し
、
床
面

積
当
た
り
一
定
量
以

上
の
木
材
使
用
を
指

導
す
る
と
と
も
に
、

木
材
使
用
に
よ
る
Ｃ

2Ｏ
固
定
量
の
認
証
を

行
う
。
建
築
主
に
は

区
と
協
定
を
締
結
し

た
全
国
74
市
町
村

（
30
年
4
月
1
日
現

在
）
か
ら
産
出
さ
れ

た
木
材（
協
定
木
材
）

の
使
用
を
推
奨
。
29
年
度
ま

で
の
認
証
件
数
は
累
計
1
2

0
件
で
、
木
材
使
用
量
は
約

4
6
7
0
立
方
メ
ー
ト
ル
、

Ｃ
2Ｏ
固
定
量
は
2
8
3
8
ト

ン
―
Ｃ
2Ｏ
に
達
し
た
。

芝
浦
港
南
地
区
総
合
支
所
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
介
護

予
防
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

入
居
す
る
港
区
複
合
施
設

「
み
な
と
パ
ー
ク
芝
浦
」
で

は
、
内
装
、
外
装
、
家
具
、

天
井
、
地
下
の
受
水
槽
な
ど

に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ

ツ
な
ど
の
協
定
木
材
を
使
用
。

管
理
担
当
者
は
「
木
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
話
す
。
国
産
材
で
造

っ
た
受
水
槽
は
珍
し
い
と
い

い
、
木
製
は
菌
の
繁
殖
・
水

温
変
化
が
少
な
い
ほ
か
、
釘

や
ね
じ
を
使
わ
な
い
た
め
、

さ
び
も
出
な
い
と
い
う
。

港
区
に
は
認
証
制
度
と
は

別
に
テ
ナ
ン
ト
店
舗
な
ど
が

内
装
、
外
装
、
家
具
な
ど
に

協
定
木
材
を
使
用
し
た
場
合
、

経
費
を
助
成
す
る
事
業
が
あ

る
。新

宿
区
は
友
好
提
携
を
結

ん
で
い
る
伊
那
市
と
「
地
球

環
境
保
全
の
た
め
の
連
携
協

定
」
を
締
結
。
Ｃ
2Ｏ
吸
収
量

増
加
を
目
的
に
森
林
保
全
な

ど
で
連
携
す
る
も
の
で
、
伊

那
市
の
市
有
林
を
区
の
事
業

で
整
備
し
、
21
年
度
か
ら
毎

年
20
〜
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
間

伐
し
て
い
る
。
森
林
保
全
事

業
で
増
加
し
た
Ｃ
2Ｏ
吸
収
量

を
区
内
の
Ｃ
2Ｏ
排
出
量
の
一

部
と
相
殺
す
る
自
治
体
連
携

に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ

ッ
ト
を
構
築
し
た
ほ
か
、
伊

那
市
に
「
新
宿
の
森
」
（
0

・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
開
設

し
て
、
区
民
対
象
の
エ
コ
ツ

ア
ー
や
区
立
小
学
校
の
移
動

教
室
な
ど
の
森
林
体
験
も
実

施
。
新
宿
区
の
イ
ベ

ン
ト
で
伊
那
市
が
間

伐
材
木
工
教
室
を
出

展
す
る
取
り
組
み
や
、

区
内
で
生
ま
れ
た
新

生
児
全
員
に
伊
那
市

の
木
工
職
人
が
製
作

し
た
木
の
お
も
ち
ゃ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

事
業
」
も
行
っ
て
い

る
。
「
新
宿
の
森
」

は
あ
き
る
野
、
沼
田

市
で
も
実
施
し
て
い
る
。

板
橋
区
は
日
光
市
（
旧
栗

山
村
）
と
「
み
ど
り
と
文
化

の
交
流
協
定
」
「
木
材
の
使

用
と
環
境
教
育
に
つ
い
て
の

覚
書
」
を
締
結
。
区
が
学
校

施
設
の
整
備
で
日
光
市
産
木

材
の
利
用
に
努
め
る
と
し
、

市
は
区
へ
の
木
材
の
円
滑
な

提
供
に
向
け
、
市
内
の
森
林

組
合
や
木
材
産
業
関
係
事
業

者
と
の
連
絡
・
調
整
に
あ
た

る
。
こ
れ
ま
で
に
6
小
中
学

校
の
学
校
施
設
整
備
（
主
な

使
用
場
所
は
内
装
材
と
家

具
）
で
約
2
4
8
立
方
メ
ー

ト
ル
の
日
光
市
産
材
を
使
用

し
て
い
る
。
区
は
31
年
度
か

ら
の
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い

て
、
日
光
市
に
あ
る
約
12
・

7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
板
橋
の

森
」
の
整
備
に
充
て
る
予
定
。

川
崎
市
と
宮
崎
県
の
連
携

協
定
「
崎
�
崎
モ
デ
ル
」
も

知
ら
れ
て
い
る
。
森
林
が
少

な
く
人
口
が
多
い
川
崎
市
と
、

ス
ギ
な
ど
森
林
資
源
が
豊
富

で
木
材
生
産
が
盛
ん
な
宮
崎

県
が
連
携
し
て
国
産
材
利
用

【
3
面
へ
続
く
】

みなとパーク芝浦の内装【写真提供＝港区】

国産材で造った受水槽（みなとパーク芝浦）
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を
促
進
。
県
・
市
双
方
が
木

材
・
建
築
関
係
の
民
間
事
業

者
も
巻
き
込
ん
だ
推
進
体
制

を
組
織
し
て
お
り
、
川
崎
市

は
「
国
産
木
材
等
を
活
用
し

た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
、
「
公
共
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
促
進
に
関
す
る
方
針
」
を

策
定
し
、
公
共
的
建
築
物
の

新
・
改
築
の
際
、
一
定
量
以

上
の
木
材
使
用
に
努
め
る
と

し
た
具
体
的
数
値
目
標
を
掲

げ
た
。
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
付

近
に
あ
る
築
50
年
以
上
の
民

間
企
業
の
ビ
ル
で
、
宮
崎
県

産
材
な
ど
を
活
用
し
て
内
装

を
木
質
化
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
。
地
域
交
流
に

つ
な
が
る
複
合
施
設
（
カ
フ

ェ
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
）

と
し
て
再
生
さ
れ
た
。
川
崎

市
医
師
会
館
の
移
転
・
建
て

替
え
で
は
、
宮
崎
県
産
材
の

ス
ギ
を
熱
処
理
し
、
耐
朽
性

を
高
め
各
階
の
外
部
バ
ル
コ

ニ
ー
の
軒
天
部
材
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
東
京
都
の
小

池
百
合
子
知
事
が
、
大
阪
北

部
地
震
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒

壊
事
故
を
教
訓
に
、
安
全
性

か
ら
国
産
木
材
を
使
っ
た
塀

の
活
用
を
提
唱
。
林
業
活
性

化
、
森
林
再
生
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
役
立
つ
と
し
て
、

全
国
知
事
会
に
知
事
会
Ｐ
Ｔ

最
大
規
模
の
国
産
木
材
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設

置
さ
れ
た
。◇

7
月
18
日
に
開
か
れ
た
本

会
地
方
財
政
委
員
会
で
講
師

と
し
て
出
席
し
た
総
務
省
の

川
窪
俊
広
自
治
税
務
局
企
画

課
長
は
森
林
環
境
税
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
法
案
を
31
年

の
通
常
国
会
に
提
案
す
る
と

し
た
上
で
、
同
譲
与
税
に
つ

い
て
「
31
年
度
か
ら
全
市
区

町
村
に
譲
与
さ
れ
る
。
数
千

万
〜
数
百
万
円
の
譲
与
が
見

込
ま
れ
る
市
区
町
村
も
あ
る
。

使
い
道
の
議
論
を
し
て
ほ
し

い
」
と
、
使
途
の
検
討
を
促

し
た
。
自
治
体
で
検
討
作
業

が
行
わ
れ
る
が
、
産
地
の
自

治
体
か
ら
は
「
次
年
度
予
算

で
詰
ま
っ
た
団
体
は
な
い
の

で
は
。
有
効
な
活
用
を
し
な

い
と
国
民
か
ら
批
判
さ
れ
る

こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

新
税
は
都
市
部
で
の
木
材

利
用
の
促
進
な
ど
に
充
当
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
都
市
部

の
住
民
に
し
て
み
た
ら
税
を

取
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納

税
の
恩
恵
を
目
に
見
え
る
形

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
自

分
の
住
む
地
域
に
木
材
を
使

う
施
設
が
増
え
、
快
適
な
都

市
空
間
の
創
出
に
つ
な
が
れ

ば
、
歓
迎
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

山
を
抱
え
る
と
こ
ろ
は
譲
与

税
を
森
林
整
備
に
使
い
、
出

て
き
た
木
材
を
都
市
部
で
使

っ
て
も
ら
う
。
お
金
は
木
を

売
っ
た
産
地
に
お
ち
る
。
林

野
庁
の
担
当
者
は
「
需
要
地

の
都
市
部
と
産
地
を
結
ぶ
つ

な
が
り
が
で
き
れ
ば
地
域
活

性
化
、
資
源
再
循
環
サ
イ
ク

ル
が
で
き
る
。
産
地
と
需
要

地
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
こ

の
税
で
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
全
国
の
自
治

体
に
と
っ
て
「
国
産
材
の
活

用
が
進
み
、
温
暖
化
防
止
に

役
立
て
ば
」
と
の
思
い
は
共

通
だ
。
税
の
徴
収
に
先
立
ち
、

譲
与
税
と
い
う
形
で
自
治
体

へ
の
譲
与
が
先
行
さ
れ
る
特

異
な
ケ
ー
ス
だ
が
、
税
の
必

要
性
、
目
的
、
使
途
に
つ
い

て
住
民
に
丁
寧
な
説
明
を
し

た
上
で
、
31
年
度
か
ら
の
譲

与
税
で
有
効
な
活
用
を
し
、

住
民
の
理
解
を
得
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

港
区
が
協
定
を
結
ん
で
い

る
74
市
町
村
（
み
な
と
森
と

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）
の

う
ち
、
市
は
次
の
通
り
。

【
北
海
道
】
紋
別
【
青
森
】

十
和
田
【
宮
城
】
石
巻
【
秋

田
】
大
館
、
湯
沢
【
福
島
】

い
わ
き
【
新
潟
】
妙
高
【
福

井
】
あ
わ
ら
、
坂
井
【
長
野
】

小
諸【
東
京
】あ
き
る
野【
山

梨
】
大
月
【
栃
木
】
鹿
沼
【
群

馬
】
沼
田
【
埼
玉
】
秩
父
、

飯
能
【
静
岡
】
静
岡
、
浜
松
、

富
士
宮
、
島
田
、
富
士
【
三

重
】
松
阪
、
尾
鷲
【
岐
阜
】

高
山
、
郡
上
【
兵
庫
】
朝
来
、

宍
粟
【
奈
良
】
宇
陀
【
和
歌

山
】
新
宮
【
岡
山
】
津
山
、

真
庭
【
山
口
】
長
門
【
徳
島
】

三
好
【
愛
媛
】
西
条
、
西
予

【
福
岡
】
八
女
【
宮
崎
】
都

城
、
日
南

【
2
面
か
ら
続
く
】

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
�
小
比
類
巻

正
規
三
沢
市
議
会
議
長
）
は

10
月
16
日
、
都
内
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
を
開

催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
小
比
類
巻
会

長
か
ら
、
31
年
度
概
算
要
求

に
つ
い
て
、
総
務
省
所
管
の

基
地
・
調
整
交
付
金
で
は
前

年
度
比
10
億
円
増
の
3
6
5

億
4
0
0
0
万
円
、
防
衛
省

所
管
の
基
地
周
辺
対
策
費
で

は
歳
出
ベ
ー
ス
で
同
3
4
8

億
4
0
0
0
万
円
増
の
1
4

1
1
億
3
0
0
万
円
の
各
要

求
が
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。

「
年
末
の
政
府
予
算
編
成
に

向
け
一
致
団
結
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
会
計

決
算
、
基
地
対
策
関
係
施
策

の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望

案
、
31
年
度
負
担
金
算
出
基

準
案
な
ど
に
つ
い
て
、
原
案

の
通
り
11
月
12
日
開
催
の
第

92
回
理
事
会
に
提
出
す
る
こ

と
を
了
承
し
た
。

基
地
対
策
の
充
実
強
化

要
望
案
を
決
定
―
役
員
会

基地協

基地協役員会の模様

挨拶する小比類巻会長

（3） 平成30年11月5日 第2065号全国市 議 会 旬 報
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人
口
減
少
へ
の
対
応

は
全
国
的
な
課
題
だ
が
、

特
に
北
海
道
は
人
口
減

が
著
し
い
。
古
川
昌
俊
副

会
長
（
千
歳
市
議
会
議

長
）
は
本
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
、
課
題
解
決
策
と
し

て
、
「
市
町
村
の
圏
域
で

の
連
携
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ

ス
客
の
来
訪
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
で
賑
わ
い
を
創
り

出
す
こ
と
も
有
望
な
方
策
」

と
指
摘
。
実
現
へ
動
き
出
し

た
道
内
7
空
港
の
民
間
委
託

に
「
北
海
道
全
体
の
広
域
観

光
の
振
興
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
活
性
化
の
成
功
モ
デ

ル
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄

せ
る
。

空
港
の
民
間
委
託
は
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
を
活

用
し
、
空
港
を
活
性
化
さ
せ

る
も
の
で
、
今
年
3
月
に
決

ま
っ
た
「
北
海
道
内
7
空
港

特
定
運
営
事
業
等
実
施
方

針
」
に
よ
る
と
、
国
管
理
の

新
千
歳
、
稚
内
、
釧
路
、
函

館
各
空
港
と
、
地
方
公
共
団

体
が
管
理
す
る
旭
川
、
帯
広
、

女
満
別
各
空
港
の
滑
走
路
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
運
営
を

民
間
事
業
者
が
一
体
的
に
行

う
。
現
在
、
道
内
航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
強
化
、
北

海
道
の
広
域
観
光
の
振
興
な

ど
の
提
案
を
基
に
、
応
募
し

た
事
業
者
の
審
査
が
行
わ
れ

て
お
り
、
31
年
7
月
ご
ろ
に

優
先
交
渉
権
者
を
選
定
。
32

年
1
月
ご
ろ
に
7
空
港
一
体

の
ビ
ル
経
営
が
始
ま
り
、
32

年
度
中
に
滑
走
路
の
運
営
が

移
行
す
る
運
び
。

古
川
副
会
長
は
「
7
空
港

の
民
間
委
託
で
は
新
千
歳
空

港
が
中
核
的
な
役
割
を
担

う
」
と
強
調
。
同
空
港
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
で

飛
躍
的
な
発
展
を
続
け
て
お

り
、
29
年
の
年
間
乗
降
客
数

は
前
年
よ
り
1
4
1
万
人
増

え
、
2
2
7
2
万
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
、
特
に
国
際

線
乗
降
客
数
の
増
加
が
著
し

い
。
空
港
の
民
間
委
託
の
効

果
と
し
て
「
人
口
減
少
地
域

で
の
産
業
の
高
付
加
価
値
化

を
実
現
す
る
可
能
性
が
大
い

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
空
港

の
発
展
や
千
歳
市
の
活
性
化

の
み
な
ら
ず
、
北
海
道
に
お

け
る
産
業
、
観
光
の
振
興
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
い
う
。

9
月
6
日
に
起
き
た
北
海

道
地
震
で
、
千
歳
市
は
震
度

6
弱
を
記
録
。
市
域
内
で
震

度
5
以
上
の
地
震
発
生
は
初

め
て
で
、
市
内
の
人
的
被
害

は
負
傷
者
11
人
、
建
物
の
全

半
壊
は
2
軒
。
近
隣
自
治
体

で
は
土
砂
崩
れ
に
よ
る
家
屋

倒
壊
な
ど
で
多
く
の
犠
牲
者

が
出
て
、
避
難
者
も
2
0
0

0
人
規
模
に
達
し
、
医
療
、

給
水
・
水
道
復
旧
な
ど
の
支

援
で
市
か
ら
職
員
を
派
遣
し

た
。こ
の
地
震
を
教
訓
に「
住

民
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
を

訪
れ
て
い
る
観
光
客
の
皆
さ

ん
の
避
難
対
応
な
ど
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
」
と
話

し
た
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

29
年
6
月
、
千
歳
市
議
会

議
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、

本
会
の
副
会
長
に
。
政
治
信

条
・
好
き
な
言
葉
は
「
謙
虚

と
感
謝
」
で
、
「
常
に
謙
虚

に
振
る
舞
い
、
感
謝
を
忘
れ

な
い
人
に
な
り
た
い
」
。
千

歳
市
は
32
年
度
の
目
標
人
口

9
万
7
0
0
0
人
を
今
年
の

4
月
に
2
年
前
倒
し
で
達
成
。

定
住
促
進
策
を
戦
略
的
に
進

め
、
10
万
人
の
ま
ち
づ
く
り

を
見
据
え
る
。
趣
味
は
蕎
麦

打
ち
で
、
月
に
一
度
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
の
授

産
施
設
で
打
ち
た
て
の
蕎
麦

を
み
ん
な
で
食
べ
る
。
66
歳
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
天

沼
久
純
盛
岡
市
議
会
議
長
）

は
10
月
16
日
、
盛
岡
市
で
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
天
沼
会
長
、

開
催
地
の
谷
藤
裕
明
盛
岡
市

長
が
挨
拶
。

協
議
で
は
、
自
治
体
病
院

経
営
に
関
す
る
要
望
案
を
原

案
の
通
り
決
定
。
要
望
は
①

財
政
措
置
②
医
師
確
保
対
策

等
③
新
た
な
専
門
医
制
度
④

救
急
医
療
体
制
⑤
東
日
本
大

震
災
等
の
被
災
地
に
お
け
る

医
療
の
確
保
―
の
5
項
目
を

大
き
な
柱
と
し
て
い
る
（
要

望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
。
全
加
盟
団
体
へ

要
望
書
を
送
付
し
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
に
対
す
る

要
望
活
動
を
依
頼
。
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
は
、
11

月
20
日
、
政
府
の
要
職
な
ど

に
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

他
に
▽
第
14
回
地
域
医
療
政

策
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
▽
自
治

体
病
院
全
国
大
会
2
0
1
8

「
地
域
医
療
再
生
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
▽
今
後
の
会
議
・
活
動

日
程
―
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

11月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 687市
特別区 23区
計 815

活
性
化
の
成
功
モ
デ
ル
に

道
内
7
空
港
の
民
間
委
託

古
川
副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

医
師
確
保
な
ど
要
望
決
定

盛
岡
市
で
役
員
会

病院協

天沼会長

第2065号 平成30年11月5日 （4）全国市 議 会 旬 報
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ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
ス

ポ
ー
ツ
「
ペ
タ
ン
ク
」
。
自

分
の
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
（
6

8
0
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
の
金
属

球
）
を
ビ
ュ
ッ
ト
（
目
標
）

に
、
相
手
チ
ー
ム
よ
り
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
う
、
カ

ー
リ
ン
グ
に
似
た
競
技
。

鳥
取
市
議
会
事
務
局
長
の

河
村
敏
さ
ん
は
ペ
タ
ン
ク

歴
25
年
で
、
「
ペ
タ
ン
ク

は
人
生
の
一
部
」
と
楽
し

ん
で
い
る
。

体
育
指
導
員
を
し
て
い

る
と
き
に
指
導
員
仲
間
か

ら
教
わ
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。
「
市
役
所
の
ス
ポ
ー

ツ
系
ク
ラ
ブ
は
年
齢
と
と

も
に
一
線

を
退
く
が
、

体
力
よ
り

技
術
で
勝

負
す
る
ペ

タ
ン
ク
な
ら
退
職
ま
で
選
手

と
し
て
活
動
で
き
る
」
と
、

平
成
11
年
に
市
役
所
に
ペ
タ

ン
ク
同
好
会
を
立
ち
上
げ
た
。

同
好
会
で
の
練
習
に
加
え
、

帰
宅
後
、
自
宅
敷
地
の
一
角

に
造
っ
た
練
習
コ
ー
ト
で
毎

日
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
投
げ

る
。
ペ
タ
ン
ク
の
魅
力
は
？

「
ビ
ュ
ッ
ト
が
動
け
ば
、
そ

こ
が
目
標
に
な
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
作
戦
が
あ
り
、
ル

ー
ル
は
簡
単
だ
が
奥
が
深
い
。

ゲ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
練
習

だ
け
で
も
ス
ト
レ
ス
解
消

や
気
分
転
換
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ペ
タ
ン

ク
を
通
じ
て
県
内
外
に
知

り
合
い
が
増
え
ま
し
た
」

競
技
種
目
は
3
人
同
士
で

戦
う
ト
リ
プ
ル
ス
、
2
人
同

士
の
ダ
ブ
ル
ス
が
多
く
の
大

会
で
採
用
。
最
も
権
威
あ
る

日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
の
19

年
大
会
で
、
男
子
ト
リ
プ
ル

ス
の
部
で
、
鳥
取
県
代
表
と

し
て
自
身
を
含
む
同
好
会
メ

ン
バ
ー
3
人
で
出
場
し
、
見

事
3
位
に
入
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
ペ
タ
ン
ク
が
国
民
的

ス
ポ
ー
ツ
で
、
2
0
2
4
年

パ
リ
五
輪
で
ペ
タ
ン
ク
が
新

種
目
の
最
有
力
候
補
だ
と
い

う
。
「
世
界
に
通
用
す
る
ペ

タ
ン
ク
が
日
本
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
の
目
標
は
日

本
代
表
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る

こ
と
。
か
な
り
難
し
い
が
、

目
標
を
高
く
も
っ
て
精
進
し

ま
す
」
。
目
指
せ
、
パ
リ
五

輪
！

（
写
真
は
河
村
さ
ん
提
供
）

人人物物往往来来
▼
議
長

▽
枚
方

岡
林

薫（
5
・
14
）

▽
阿
賀
野

風
間
輝
榮（
9
・
21
）

▽
川
口

関
口
京
子（
9
・
27
）

▽
座
間

上
沢
本
尚（
9
・
28
）

▽
稲
沢

長
屋
宗
正（
9
・
28
）

▽
南
城

国
吉
昌
実（
9
・
28
）

▽
草
津

奥
村
次
一（
10
・
2
）

▼
副
議
長

▽
枚
方

木
村
亮
太（
5
・
14
）

▽
阿
賀
野

村
上
清
彦（
9
・
21
）

▽
長
野

寺
沢
さ
ゆ
り（
9
・
26
）

▽
川
口

関

裕
通（
9
・
27
）

▽
座
間

荻
原
健
司（
9
・
28
）

▽
稲
沢

魚
住

明（
9
・
28
）

▽
南
城

玉
城

健（
9
・
28
）

▽
草
津

西
村
隆
行（
10
・
2
）

【2018年10月号】
特集：急がれる空き地・空き家の管

理
巻頭言：展開急な空き地・空き家対

策 北村喜宣
・所有者不明土地の利用の円滑化等
に関する特別措置法の成立を受け
て 田邉直輝

・空き家対策はどこまで進んだか
米山秀隆

・「空いていない空き地」を地域資源
として活用する

佐久間康富・嵩和雄

・空き家の実態と市街地を対象とし
た空き家・空き地対策 清水陽子
【現地報告】
・神奈川県松田町
・愛媛県八幡浜市
【連載】
・議会からの条例入門 吉田利宏
・議会紹介Ver．4 田口一博
・議会と予算決算 新川達郎

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

議議
会会
人人
事事

鳥取市役所ペタンク同好会のメンバー

「
ペ
タ
ン
ク
は

人
生
の
一
部
」

Ａ4判・68頁・定価752円（年間購読料9，024円）

鳥
取
市
議
会
事
務
局
長

河
村
敏
さ
ん

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

河村敏鳥取市議会事務局長。
左がボール、右がビュット

投球する河村局長
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政
府
は
10
月
15
日
、
臨
時

閣
議
で
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
を
決
定
し
た
。
24

日
開
会
の
臨
時
国
会
に
提
出

さ
れ
た
。

歳
出
の
追
加
は
①
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
7
2
7
5

億
円
②
学
校
の
緊
急
重
点
安

全
確
保
対
策
1
0
8
1
億
円

③
今
後
の
災
害
対
応
を
勘
案

し
た
予
備
費
の
追
加
1
0
0

0
億
円
―
の
合
計
9
3
5
6

億
円
と
な
る
。

災
害
関
係
で
は
、
平
成
30

年
7
月
豪
雨
へ
の
対
応
に
5

0
3
4
億
円
、
平
成
30
年
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
へ
の
対

応
に
1
1
8
8
億
円
、
台
風

21
号
、
大
阪
北
部
地
震
等
へ

の
対
応
に
1
0
5
3
億
円
が

充
て
ら
れ
る
。

7
月
豪
雨
へ
の
対
応
の
内

訳
は
、
生
活
の
再
建
に
3
6

7
億
円
。
う
ち
2
9
2
億
円

が
災
害
廃
棄
物
の
処
理
・
廃

棄
物
処
理
施
設
の
復
旧
に
充

て
ら
れ
る
。
生
業
の
再
建
に

は
1
9
8
5
億
円
。
う
ち
9

2
4
億
円
が
被
災
中
小
企
業

者
な
ど
へ
の
資
金
繰
り
支
援

に
、
6
1
8
億
円
が
農
地
・

農
業
用
水
利
施
設
の
復
旧
な

ど
へ
の
支
援
に
充
て
ら
れ
る
。

災
害
応
急
復
旧
に
は
2
3
1

9
億
円
。
う
ち
1
9
2
1
億

円
が
公
共
土
木
施
設
等
の
災

害
復
旧
に
充
て
ら
れ
る
。

北
海
道
地
震
へ
の
対
応
で

は
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等

へ
の
対
応
に
1
2
8
億
円
が

充
て
ら
れ
る
。

台
風
21
号
、
大
阪
北
部
地

震
等
へ
の
対
応
で
は
、
学
校

施
設
等
の
災
害
復
旧
に
1
3

9
億
円
、
関
西
国
際
空
港
連

絡
橋
の
復
旧
へ
の
支
援
に
50

億
円
が
充
て
ら
れ
る
。

学
校
関
係
で
は
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
8
2
2
億
円
、
倒
壊
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
応
に
2
5
9
億
円
が
充
て

ら
れ
る
。

財
源
は
公
債
金
（
建
設
公

債
）
6
9
5
0
億
円
、
税
外

収
入
42
億
円
、
前
年
度
剰
余

金
受
入
2
3
6
4
億
円
。

補
正
予
算
案
が
成
立
す
る

と
、
30
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
、
98
兆
6
4
8
4

億
円
と
な
る
。

内
閣
府
は
10
月
3
日
、
30

年
の
提
案
募
集
方
式
に
つ
い

て
、
関
係
府
省
か
ら
の
第
2

次
回
答
を
公
表
し
た
。
こ
の

う
ち
、
市
が
提
案
し
、
重
点

事
項
と
な
っ
た
21
件
（
2
0

5
5
号
4
面
、
2
0
5
8
号

5
面
、
2
0
6
2
号
4
面
で

取
り
上
げ
た
も
の
）
の
概
要

を
本
紙
が
表（
6
・
7
面
掲
）

に
ま
と
め
た
。

今
後
の
進
め
方
と
し
て
は
、

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

（
座
長
�
神
野
直
彦
日
本
社

会
事
業
大
学
学
長
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
や
提
案
募
集

検
討
専
門
部
会
（
部
会
長
�

髙
橋
滋
法
政
大
学
教
授
）
の

調
査
・
審
議
を
経
て
、
関
係

府
省
と
の
調
整
を
踏
ま
え
、

提
案
に
関
す
る
対
応
方
針
に

つ
い
て
、
年
末
ま
で
に
地
方

分
権
改
革
推
進
本
部
決
定
や

閣
議
決
定
を
行
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

第
2
次
回
答
、
関
係
府
省

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の

提
案
募
集
の
状
況
、
提
案
募

集
に
関
連
す
る
会
議
な
ど
は

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:
//w
w
w
.cao.go.j

p/bunken

―suishin
/tei

anbosyu/2018/index

―

h30.htm
l

）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

臨臨
時時
国国
会会
がが
開開
会会

第
1
9
7
回
国
会
（
臨
時

会
）
が
10
月
24
日
に
開
会
し

た
。
会
期
は
12
月
10
日
ま
で

の
48
日
間
。
30
年
度
補
正
予

算
案
な
ど
を
協
議
す
る
。

主な2次回答の概要

次回の子ども・子育て会議で、現状等を踏まえ「幼保連携認定こども園にお
ける保育教諭の資格の特例」などの見直しの方向性について議論を行う予定。

①幼稚園教諭普通免許状未更新者については、29年度より有資格者以外の者
として配置可能。新免許状未更新者を旧免許状未更新者と同様に、有資格者
として認めることは困難。②小学校教諭、養護教諭免許状所有者を保育士に
ついては、厳しい基準を課した上での緩和措置のため、緩和は困難。

幼稚園教諭免許状保有者を保育士に代えることには慎重な検討が必要。どの
ような対応が必要か検討していく。

総勤務時間2,000時間程度と示したことなどで、自治体に拘束がかかっている
ことを踏まえ、改正する。

保育所などの利用が少ない時期に、近隣保育所等が連携し、共同保育するこ
とが各市町村の判断で可能な旨、周知を行う。

提案名

幼保連携型認定こども園
の保育教諭の経過措置規
定に関する見直し

一時預かり事業（幼稚園
型）の人員配置基準の緩
和及び幼稚園免許更新対
象者の拡大

児童養護施設に配置すべ
き職員の数に幼稚園教諭
を含めることができるよ
う見直し

放課後児童クラブに係る
『従うべき基準』等の見直
し

共同保育の実施可能日の
拡大

提案団体

豊中市
館山市

南房総市
水戸市

堺市
神戸市

うるま市
豊田市
本巣市ほか

大阪市
神戸市

番号

1

2

3

4

8

災
害
復
旧
・
復
興
に
7
千
億
円
超

表 2市以上が提案し、重点事項となったものの主な2次回答の概要

学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
応
も

補
正
予
算
を
国
会
提
出

第
2
次
回
答
を
公
表

提
案
募
集
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条例制定に係る自治体の負担が大きいと承知している。改正に当たっては運
用実態などを踏まえ慎重に検討する必要がある。また、他制度などの影響も
考え、調整しながら検討していく。

今回の見直しによる加算の取得状況などについて調査し、問題点等を含め検
証を行い、対応を検討する。

保留決定通知書は、保育を希望しながら保育所などに入れなかった場合に必
ず交付されるものであり、それを活用するのは合理的と考える。

農用地利用集積計画・配分計画作成事務の簡素・迅速化や利用権の存続期間
延長手続き緩和については、提案内容を踏まえ検討を進める。配分計画の延
長は望ましくないと考えるが、手続きの簡素化は重要であるので検討する。

窓口業務や公物管理業務と同様、包括的民間委託のような手法についてのガ
イドラインなどについて、自治体の事例等を整理し示したい。

認定調査の実施には中立・公平性が必要のため、まずは認定調査の実施状況
を把握した上で31年度中に結論を得たい。

事例に関する情報提供や介護予防・日常生活支援総合事業事業者の指定に係
る事務などに関して、一括でできる自治法の仕組みの周知を検討・対応する。

住宅地特例の再度適用は、保険のあり方が不安定になり、事務手続きも煩雑
なため、適当ではない。区域外指定については、広域的に市町村間でグルー
プホームの設置や整理を融通する際、あらかじめ検討するなど、費用負担を
避ける効果が考えられる。

今回の提案を受け、小規模多機能型居宅介護に係るものについて、社会福祉
事業施設に該当するとして減額の対象になるか検討を行う。

①労災保険給付に係る調査では、生活保護受給者が占める割合は極めて低く、
情報連携に伴うシステム構築を行うことは効率的ではない。②所得区分情報
の連携による事務負担の増大や事務の煩雑が懸念されるが、事務負担を軽減
できるよう検討する。

身体障害者手帳を除く、自立支援医療受給者証など障がい者保健福祉事務は、
マイナンバーの記載を省略可能とするよう検討する。介護保険、国民健康保
険は被保険者番号での選択記載も可とする検討を行う。

保険加入者のマイナンバーの取得が、保険契約者の死亡後に行われる際に問
題が発生しているため、関係省庁と連携し、保険会社関係団体に対応を要請
する。

①貸付型奨学金は卒業後の就労による返済が期待されるが、災害援護資金の
借受人の保証を担う機関がない中、リスクに見合う保障の観点から、奨学金
の場合と同様に取り扱うことは困難。②条例による貸し付けは、地域により
被災者救済に格差が生じる可能性があるなど、応じることは困難。

廃ブラウン管ガラスの溶融処理施設については個別性が高いため、提案団体
と協議していきたい。なお、非常災害で発生した廃棄物処理には特例措置が
講じられているが、条例制定が必要のため自治体に対する周知などを行う。

自治体での導入事例や留意事項などについて整理し、30年度中を目途に電子
マネーを利用した公金収納の取り扱いが可能である旨を通知等で周知する。

健全化判断比率の算定に必要なデータを、総務省のシステム改修で自動転記
して提供する方向で自治体と協議していく。健全化判断比率算定業務は自治
事務であるため、自治体の費用負担の取り扱いも協議していく。

療育手帳の交付決定権限
の都道府県から児童相談
所を設置している中核市
への移譲

子ども・子育て支援新制
度における保育士等の処
遇改善に係る制約の見直
し

育児休業等の期間延長に
係る手続の見直し

農地中間管理事業に係る
制度の見直し

指定管理者制度の対象施
設の見直し

介護認定に係る調査事務
を委託する際の職員の資
格要件の見直し

介護予防・日常生活支援
総合事業の事業所指定方
法の見直し

介護保険における施設移
転に係る住所地特例の見
直し

介護老人保健施設等に係
る未利用国有地の貸付の
対象施設の見直し

マイナンバーによる情報
連携の項目追加等につい
て

再発行事務におけるマイ
ナンバー記入の廃止

マイナンバー利用と個人
情報保護の両立

災害援護資金の貸付制度
の見直し

産業廃棄物処理施設の設
置者における特例の対象
となる一般廃棄物及び処
理施設の拡大

電子マネーを利用した公
金の収納を可能とする見
直し

財政健全化法に基づく健
全化判断比率の算定・報
告の一元化

堺市
明石市

浜松市
沼津市
三島市
伊東市ほか

大阪市
箕面市
ほか

男鹿市
鹿角市
由利本荘市
仙北市ほか

浜松市
裾野市

所沢市
那覇市

今治市
西条市
西予市ほか

堺市
神戸市

京都市
神戸市

広島市
相模原市

各務原市
今治市

豊田市
郡山市

八戸市
三沢市
熊本市

熊本市
袋井市

日立市
土浦市
古河市ほか

京都市
福知山市
舞鶴市
堺市ほか

9

10

12

13

17

21

22

24

25

28

29

30

33

34

36

51

※番号は重点事項の番号
※内閣府公表の各府省からの2次回答（http : //www.cao.go.jp/bunken―suishin/teianbosyu/2018/teianbosyu_fushokaitou2.html）
を基に本紙が表を作成
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小
林
宇
都
宮
市
議
長

11
月
14
、
15
両
日
、
第
13

回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
る
。

宇
都
宮
市
は
駅
前
に
餃
子
の

皮
に
包
ま
れ
た
ビ
ー
ナ
ス
の

像
が
あ
る
ほ
ど
の
「
餃
子
の

ま
ち
」
で
有
名
だ
が
、
餃
子

以
外
の
魅
力
も
探
っ
て
み
た
。

ジ
ャ
ズ
の
ま
ち

ジ
ャ
ズ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
数

多
く
輩
出
す
る
宇
都
宮
。
世

界
的
な
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏

者
の
渡
辺
貞
夫
氏
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
の
外
山
喜
雄
氏
、

ギ
タ
リ
ス
ト
の
高
内
春
彦
氏

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
国
内
外
で

活
躍
し
て
い
る
。
市
内
に
は

数
多
く
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が

あ
る
が
、
毎
日
ど
こ
か
の
店

が
生
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
宇
都
宮
ジ
ャ
ズ
協

会
」
の
発
案
で
、
い
つ
で
も

ジ
ャ
ズ
が
聴
け
る
よ
う
、
加

盟
店
の
い
ず
れ
か
が
ス
テ
ー

ジ
を
行
う
と
決
め
た
こ
と
に

よ
る
。

カ
ク
テ
ル
の
ま
ち

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
業
界
で

は
、
そ
の
人
数
と
レ
ベ
ル
は

銀
座
と
並
ぶ
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
。
1
9
7
0
年
代
、
あ
る

老
舗
の
オ
ー
ナ
ー
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
が
「
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の

使
命
・
役
割
・
ス
テ
ー
タ
ス

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確

立
す
る
」
と
技
術
向
上
と
人

間
育
成
に
力
を
注
い
だ
た
め

だ
。
そ
の
結
果
、
宇
都
宮
で

技
術
を
磨
い
た
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
た
ち
が
カ
ク
テ
ル
技
能
競

技
で
数
多
く
の
優
勝
や
、
全

国
大
会
で
史
上
初
の
4
連
覇

な
ど
を
達
成
し
、
市
内
の
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
全
体
の
レ
ベ

ル
が
向
上
し
た
と
い
う
。

バ
ス
ケ
の
ま
ち

宇
都
宮
を
本
拠
地
と
す

る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ

ク
ス
は
2
0
0
7
年
に
誕

生
。
日
本
人
初
の
Ｎ
Ｂ
Ａ

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
田
臥
勇
太

選
手
を
主
将
に
擁
し
、
2

0
1
6
年
秋
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
最
高
峰
、
Ｂ
リ

ー
グ
の
初
代
優
勝
チ
ー
ム
と

な
り
、
実
力
、
名
声
と
も
に

日
本
の
バ
ス
ケ
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
て
い
る
。

自
転
車
レ
ー
ス
の
ま
ち

森
林
公
園
の
山
岳
コ
ー
ス

を
駆
け
抜
け
る
ジ
ャ
パ
ン
カ

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最

大
の
自
転
車
レ
ー
ス
の
1
つ
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
や

ジ
ロ
・
デ
・
イ
タ
リ
ア
と
い

っ
た
、
世
界
の
第
一
線
の
レ

ー
ス
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち

の
勝
負
が
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
で
あ

り
、
国
際
自
転
車
競
技
連
合

か
ら
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
転

車
競
技
発
展
の
牽
引
役
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年

は
10
月
21
日
開
催
さ
れ
た
。

や
っ
ぱ
り「
餃
子
の
ま
ち
」

各
家
庭
の
餃
子
消
費
額
が

毎
年
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

宇
都
宮
。
宇
都
宮
が
餃
子
の

ま
ち
に
な
っ
た
の
は
、
戦
時

中
、
市
に
駐
屯
し
て
い
た
兵

隊
が
中
国
出
征
の
際
、
餃
子

を
知
り
、
帰
郷
後
広
ま
っ
た

と
い
う
説
や
、
夏
暑
く
冬
寒

い
気
候
な
の
で
ス
タ
ミ
ナ
を

つ
け
る
た
め
に
人
気
が
高
ま

っ
た
な
ど
の
説
が
あ
る
。

宇
都
宮
の
餃
子
は
、
焼
、

揚
、
水
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、

店
舗
に
よ
り
大
き
さ
や
素
材
、

皮
の
厚
さ
や
熟
成
度
、
包
む

具
合
や
羽
の
有
無
、
つ
け
だ

れ
な
ど
が
異
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
味
が
楽
し
め
る
。
な
か

に
は
激
辛
や
ジ
ャ
ン
ボ
餃
子

な
ど
変
わ
り
種
の
餃
子
も
あ

る
そ
う
だ
。

約
80
店
舗
が
加
盟
す
る
、

日
本
で
唯
一
の
「
餃
子
協
同

組
合
」
で
あ
る
宇
都
宮
餃
子

会
に
よ
る
と
、
市
の
教
育
委

員
会
が
市
内
中
学
校
の
生
徒

と
保
護
者
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
利
用
者
な
ど
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
わ
た
し

の
好
き
な
食
べ
物
」
「
宇
都

宮
市
民
の
誇
れ
る
こ
と
」
の

両
部
門
で
、
宇
都
宮
餃
子
が

1
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
市

民
の
心
に
根
付
い
て
い
る
。

よ
う
こ
そ
宇
都
宮
へ

第
13
回
全
国
市
議
会
議
長

会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
宇
都

宮
開
催
を
目
前
に
控
え
、
小

林
紀
夫
宇
都
宮
市
議
会
議
長

は
「
住
民
に
議
会
を
身
近
な

も
の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
は
ど
う
し
て
い
く
べ

き
か
な
ど
、
今
後
の
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
た
い
。
ま
た
、

餃
子
や
ジ
ャ
ズ
、
カ
ク
テ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
宇
都
宮
の

魅
力
を
ご
堪
能
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
な
る
よ
う
、
市
議
会
を

挙
げ
て
お
も
て
な
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
意
気
込
み

を
話
し
た
。

餃餃
子子
だだ
けけ
じじ
ゃゃ
ああ
りり
まま
せせ
んん

――
第第
1133
回回
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

開開
催催
地地
・・
宇宇
都都
宮宮
市市
――
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